
  0.9％となっています。

　　※平成23年は、平成2年生まれの方々が新成人となっています。 （表１、表２）

　された昭和27年以降最少を更新しました。 （表１、図１）

◆ 平成23年の東京都の新成人人口は、20年前（平成3年）の半数以下となっています。

　 また、ピーク時の昭和43年と比べると、3分の1以下となっています。 （表２、図１）

表１ 　東京都の新成人人口（推計：平成23年1月1日現在）

　　単位：万人

平成23年 平成22年

男女計 11.4 11.5 △ 0.1 △ 1.2%

　 東　京  都 男 5.8 5.9 △ 0.1 △ 1.8%

女 5.6 5.6 △ 0.0 △ 0.5%

男女計 7.1 7.1 △ 0.1 △ 1.0%

　 区　　  部 男 3.6 3.6 △ 0.0 △ 1.2%

女 3.5 3.5 △ 0.0 △ 0.8%

男女計 4.3 4.4 △ 0.1 △ 1.4%

　 多摩・島しょ 男 2.2 2.3 △ 0.1 △ 2.8%

女 2.1 2.1 0.0 0.0%

注１）数値は千人未満を四捨五入しているため、内訳の計は必ずしも合計に一致しません。

対前年増減数及び対前年増減率についても、同様の注意が必要です。

　２）「△」は負数を表します。

図１　 東京都の新成人人口の推移（昭和32年～平成23年）

※　「住民基本台帳人口」を基に推計した各年1月1日現在における東京都の20歳人口の実績値です。

　 なお、平成23年は推計値です。

　　 「住民基本台帳人口」は、昭和32年から毎年集計しています。

地  域・男  女

平成 23 年の東京都の新成人人口(推計)
－ 過去最少を更新、20年前(平成3年)の半数以下 －

◆「住民基本台帳人口」を基に推計した平成23年１月１日現在の東京都の新成人人口

（平成23年の新成人人口）は11万4千人で、都総人口1,264万7千人に占める割合は

男女別にみると、男性が5万8千人、女性が5万6千人で、男性が女性を2千人上回って

　います。地域別では、区部が7万1千人、多摩・島しょが4万3千人となっています。

◆ 平成23年の東京都の新成人人口は前年に比べ、1千人減少しています。

東京都の新成人人口は、平成5年から19年連続で減少し、住民基本台帳の調査が開始
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　　　　　　　　　表２　東京都の新成人人口の推移（昭和27年～平成23年）

単位：千人、％

年  　次 うち男 うち女 都総人口

昭和27（1952）年 166 92 74 6 890 2.4

32（1957）　 223 130 93 8 259 2.7
33（1958）　 234 137 97 8 524 2.7
34（1959）　 221 130 91 8 829 2.5
35（1960）　 230 134 95 9 106 2.5
36（1961）　 262 154 108 9 398 2.8
37（1962）　 289 168 121 9 666 3.0
38（1963）　 288 166 123 9 932 2.9
39（1964）　 301 171 130 10 197 3.0
40（1965）　 285 162 123 10 385 2.7
41（1966）　 233 131 103 10 617 2.2
42（1967）　 251 140 111 10 720 2.3
43（1968）　 5) 352 194 158 10 843 3.2
44（1969）　 343 188 155 10 998 3.1
45（1970）　 338 183 155 11 109 3.0
46（1971）　 291 158 134 11 199 2.6
47（1972）　 264 141 123 11 295 2.3
48（1973）　 251 133 118 11 361 2.2
49（1974）　 231 122 110 11 390 2.0
50（1975）　 221 116 105 11 393 1.9
51（1976）　 212 111 101 11 415 1.9
52（1977）　 204 106 98 11 423 1.8
53（1978）　 195 101 94 11 426 1.7
54（1979）　 204 106 97 11 431 1.8
55（1980）　 203 107 96 11 423 1.8
56（1981）　 204 108 97 11 415 1.8
57（1982）　 203 107 96 11 432 1.8
58（1983）　 208 111 98 11 479 1.8
59（1984）　 218 117 101 11 544 1.9
60（1985）　 229 123 106 11 612 2.0
61（1986）　 243 131 112 11 682 2.1
62（1987）　 186 100 86 11 741 1.6
63（1988）　 249 134 115 11 740 2.1

64,平成元（1989）　 236 128 108 11 719 2.0
２（1990）　 233 124 108 11 698 2.0
３（1991）　 231 122 108 11 685 2.0
４（1992）　 233 123 111 11 683 2.0
５（1993）　 229 120 110 11 666 2.0
６（1994）　 225 117 107 11 628 1.9
７（1995）　 207 108 99 11 599 1.8
８（1996）　 189 98 90 11 588 1.6
９（1997）　 180 94 86 11 603 1.6
10（1998）　 173 90 83 11 641 1.5
11（1999）　 168 87 81 11 695 1.4
12（2000）　 161 84 77 11 750 1.4
13（2001）　 153 80 73 11 823 1.3
14（2002）　 148 77 71 11 907 1.2
15（2003）　 143 74 69 11 996 1.2
16（2004）　 141 73 68 12 075 1.2
17（2005）　 139 72 67 12 161 1.1
18（2006）　 132 68 64 12 247 1.1
19（2007）　 126 65 61 12 339 1.0
20（2008）　 124 64 60 12 433 1.0
21（2009）　 122 63 60 12 517 1.0
22（2010）　 115 59 56 12 592 0.9
23（2011）　 2) 114 58 56 12 647 0.9

注１）新成人人口は、昭和27（1952）年のみ7月1日現在の20歳人口です。それ以外は「住民基本台帳

　　　人口」を基に推計した1月1日現在における東京都の20歳人口の実績値です。

　２）平成23(2011)年は、推計値です。

　３）新成人人口は単位(千人)未満を四捨五入しているため、男女の計は必ずしも総数に一致しません。

　４）昭和28(1953)年から31(1956)年は、未調査のため不明となっています。

　５）新成人人口のピークは、昭和43(1968)年です。

･･･

都総人口に占める割合新成人人口
1)3)

･･･28(1953)-31(1956) ･･･ ･･･ ･･･
4)



参考　新成人が生まれた年(平成2年:1990年)の出来事

［出来事］

 [国内]

　◎ 第2次海部内閣発足（2月）

　◎ 国際花と緑の博覧会開幕（4月）

　◎ 秋篠宮殿下・妃殿下御成婚（6月）

　◎ 今上天皇陛下、即位の礼（11月）

　◎ 任天堂「スーパーファミコン」発売（11月）

　◎ TBS記者秋山豊寛氏、日本人初の宇宙飛行（12月）

 [海外]

　◎ イラク、クウェート侵攻（8月）

　◎ 東西ドイツ統一（10月）

　◎ サッチャー英首相辞任（11月）
 

[経済]

　◎ 国内名目成長率　　　8.0%

　　　出典：内閣府『平成20年度国民経済計算確報』

　◎ 完全失業率（全国）　2.1%

　　　出典：総務省『労働力調査』

　◎ 日経平均株価 年末終値　 23,848円（対前年末 38.7％下落）　

　　　出典：総務省『日本統計年鑑（平成2年）』

[流行]

　◎ 新語・流行語（「現代用語の基礎知識」新語・流行語大賞より）

　　　新語部門   金賞：ファジイ

　　　流行語部門 金賞：ちびまる子ちゃん（現象）

　◎ ベストセラー（出版ニュース社「出版年鑑」より）

　　　１位　「愛される理由」（二谷友里恵）

　 　 ２位  「『No』といえる日本」（盛田昭夫・石原慎太郎）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノー

            「「NO」と言える日本」

　　  ３位　「うたかた」（渡辺淳一)　

　◎ミリオンセラー（社団法人日本レコード協会 対象期間：1月21日から翌年1月20日まで）

　　　「愛は勝つ」（KAN）

　　　「おどるポンポコリン」（B.B.クイーンズ）

　◎ 映画（日本映画製作者連盟　過去配給収入上位作品）

　　　邦画１位「天と地と」

　　　洋画１位「バック・トゥ・ザ・フューチャー2」

　◎ ヒット商品（「日経TRENDY」より）

　　　１位　水族館　

      ２位　BSチューナー内蔵テレビ

      ３位　ちびまる子ちゃん




